
  

 

父
の
沖
縄
戦
で
の
戦
死
ー
家
族
の
記
録
ー 

中
島
光
男 

壬
生
町 

沖
縄
戦
が
摩
文
仁
で
事
実
上
終
わ
っ
た
一
九
四
五
年

6
月
23
日
の
数
日
前
、
6
月
18
日
に
私
の
父
中
島
利
男

は
一
兵
卒
と
し
て
戦
死
し
ま
し
た
。 

 
 

当
時
、
私
は
北
海
道
札
幌
市
の
国
民
学
校
一
年
生
で
し

た
。
我
家
に
残
る
父
の
戦
死
に
関
わ
る
記
録
を
書
き
出
し

て
み
ま
し
た
。 

３
１
０
万
人
と
言
わ
れ
る
大
東
亜
戦
争
で
の
日
本
人

戦
没
者
の
一
人
で
あ
る
父
、
そ
の
家
族
の
記
録
で
す
。 

た
だ
し
、
満
州
事
変
か
ら
大
東
亜
戦
争
で
日
本
軍
が
侵

略
（
侵
攻
、
進
出
）
し
た
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
亡

く
な
っ
た
外
国
人
将
兵
と
民
間
人
は
、
３
１
０
万
人
の
数

倍
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

１
．
改
製
原
戸
籍
（
抜
粋
）
一
九
五
五
年
頃 

 

◆
本
籍
：
北
海
道
空
知
郡
奈
井
江
町
字
奈
井
江
千
弐 

番
地 

◆
戸
主
：
中
島
利
男
（
抹
消
） 

 
 

出
生 

明
治
四
拾
五
年
七
月
参
日 

◆
斉
藤
秀
子
と
婚
姻
届
出
昭
和
拾
弍
年
参
月
拾
参
日

札
幌
市
長
橋
本
正
治
受
附
入
籍 

◆
昭
和
弍
拾
年
六
月
拾
八
日
時
刻
不
詳
沖
縄
本
島
島

尻
郡
ニ
於
テ
戦
死
昭
和
弍
拾
壱
年
拾
弍
月
弍
拾
六

日 

札
幌
地
方
世
話
部
長
星
駒
太
郎
報
告
昭
和
弐

拾
弍
年
壱
月
四
日
受
付
助
役 

 ２
．
父
中
島
利
男
か
ら
母
秀
子
へ
の
ハ
ガ
キ
（
抜
粋
）
一

九
四
五
・
1
・
25 

◆
ハ
ガ
キ
表 

  

北
海
道
札
幌
市
一
条
東
六
丁
目
十
一 

 

中
島
秀
子
殿 

 

沖
縄
県
那
覇
郵
便
局
気
付 

 

球
一
五
五
七
六
部
隊
（ハ
）隊 

 

中
島
利
男 

 
20.1.25 

 

検
閲
済 

[

印] 
 

◆
ハ
ガ
キ
裏 

 

…
…
俺
は
元
気
だ
。
一
月
二
十
二
日
の
こ
と 

は
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
。
こ
の
頃
新
聞
は
よ
く 

来
る
有
難
い
。
然
し
た
ま
に
は
便
り
も
ほ
し 

い
。
無
理
な
こ
と
も
な
い
で
せ
う
。
今
日
は 

以
上
三
つ
の
用
件
を
頼
む
。 

又
其
の
内
に
。
元
気
で
い
る
よ
う
に
。 

 

３
．
国
鉄
札
幌
鉄
道
局
、
職
歴
記
録 

(

抜
粋) 

一
九
四

七
・
1
・
5 

中
島
利
男 

明
治
45
年
７
月
３
日 

生
年
月
日 

 
 

任
免
賞
罰
そ
の
他
事
項 

 
 

 

18
・９
・１ 

90
日
間
北
部
第
９
部
隊
に
召
集
さ
る 

20
・６
・
18 

苗
穂
工
機
部
機
関
車
職
場
技
術
を
命
ス 

〃 
 

 

退
職
特
別
金1608

円
ヲ
支
給
ス 

〃 
 

 

沖
縄
本
島
島
尾
の
戦
闘
で
戦
死 

 
 

 
 

 

中
島
利
男
在
官
中
死
亡
ニ
付
キ 

 
 

 
 

 
 

 
380

円
を
支
給
ス 

（寡
婦
中
島
秀
子
） 

４
．
戦
友
桑
原
さ
ん
か
ら
母
秀
子
へ
の
手
紙 

(

抜
粋)

 

一

九
四
七
頃 

…
…
戦
ふ
武
器
と
て
無
き
十
八
日
大
隊
本
部
の
位
置

に
生
き
残
り
が
後
退
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

午
後
六
時
半
頃
、
丁
度
摩
文
仁
の
部
落
に
来
た
時
、
敵

の
迫
撃
砲
の
集
中
を
受
け
中
島
君
は
右
手
が
切
断
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
と
思
っ
た
中
島
君
は
鬼
神
も
泣
く
壮
烈

な
自
爆
を
と
げ
、
南
海
の
守
り
と
花
咲
き
花
散
り
ま
し

た
。 

其
の
当
時
は
、
一
巻
の
包
帯
も
な
く
少
々
の
薬
な
き
有

様
に
て
、
我
々
も
片
手
片
足
な
く
な
っ
た
時
は
自
爆
と

互
い
に
話
合
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

こ
う
し
て
赫
々
た
る
武
勲
を
立
て
乍
ら
、
敗
戦
な
る
が

故
に
そ
の
功
績
も
認
め
ら
れ
ず
全
く
犬
死
同
様
に
て
、

何
と
お
慰
め
し
て
よ
き
か
筆
舌
に
表
す
事
が
出
来
ま

せ
ん
。
…
… 

  

５
．
靖
国
神
社
か
ら
の
合
祀
通
知 

一
九
五
四
・
9
・
2 

 

陸
軍
兵
長 

中
島
利
男
命 

右
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
招
魂 

本
殿
相
殿

ニ
奉
還 

昭
和
二
十
三
年
五
月
五
日
本
殿 



正
殿
に
鎮
齊
相
成
合
祀
ノ
儀
相
済
候
條
此
段
御
通
知

候
也 

昭
和
二
十
九
年
二
月 

靖
国
神
社
宮
司 

筑
波
藤
麿 

遺
族
御
中 

６
．
叙
勲 

 
一
九
六
七
・
4
・
26 

日
本
国
天
皇
故
中
島
利
男
を 

勲
八
等
に
叙
し
白
色
桐
葉
章
を
贈
る 

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
六
日
璽
を
お
さ
せ
る 

[

大
日
本
國
璽] 

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
六
日 

内
閣
総
理
大
臣 

 

佐
藤
榮
作 

[

印] 

総
理
府
賞
勲
局
長 

岩
倉
規
夫 

[

印] 

  

 

  

７
．
奈
井
江
町
遺
族
親
交
会 

終
戦
四
十
年
記
念
誌
「
追

憶
」
母
秀
子
の
投
稿
記
事 

 

一
九
七
八
・
3
・
31 

 

勲
功 

 

勲
八
等 

官
等
級 

陸
軍
兵
長 

中
島
利
男 

明
治
四
十
五
年
六
月
十
八
日 

死
没
場
所 

沖
縄
島
尻
郡
に
て
戦
死 

遺
族 

 

続
柄 

妻 

中
島
秀
子 

 
 

奈
井
江
町
南
町
三
区 

「
追
憶
の
記
」 

 

最
後
の
居
住
地 

沖
縄
県
那
覇
郵
便
局
気
付 

球
五

五
七
六
部
隊
（
ハ
）
に
居
ま
し
て
、
沖
縄
本
島
島
尻
郡
方

面
に
於
い
て
、
昭
和
二
十
年
六
月
十
八
日
戦
死
の
公
報
が
、

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
札
幌
地
方
世
話
所
に

入
り
、
二
十
二
年
一
月
四
日
奈
井
江
町
に
通
報
が
あ
り
ま

し
た
。  

主
人
は
、
兵
隊
は
甲
種
の
く
じ
の
が
れ
で
、
何
の
関
係

も
な
し
で
居
り
ま
し
た
が
、
昭
和
十
八
年
教
育
召
集
さ
れ
、

一
年
後
、
第
二
種
補
充
兵
に
編
入
さ
れ
、
十
九
年
に
旭
川

に
召
集
さ
れ
ま
し
て
、
十
九
年
九
月
九
州
門
司
の
神
社
前

に
て
記
念
写
真
を
送
っ
て
き 

ま
し
た
。 

大
方
は
戦
死
し
ま
し
た
が
、
生
き
の
残
っ
た
方
を
さ
が

し
、
戦
死
の
模
様
を
詳
し
く
聞
き
ま
し
た
。 

沖
縄
最
後

の
空
中
戦
で
、
２
０
０
名
の
中
隊
の
内
、
四
七
名
が
残
り
、

ぼ
う
空
ご
う
に
入
っ
て
戦
っ
て
も
死
ぬ
事
に
な
り
、
切
込

み
に
入
っ
た
そ
う
で
す
が
、
速
射
砲
を
動
か
す
時
の
か
け

声
が
米
軍
に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
、
迫
撃
砲
の
集
中
砲
火
を
受

け
、
主
人
は
右
手
つ
け
根
か
ら
も
げ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。 皆

の
申
し
合
わ
せ
で
は
、
手
足
が
も
げ
た
ら
最
後 

の
弾
で
、
自
爆
す
る
よ
う
申
し
合
わ
せ
て
い
た
そ
う 

で
、（
切
込
み
の
後
で
薬
も
な
く
、
包
帯
も
な
い
） 

二
時
間
ほ
ど
苦
し
ん
で
死
ぬ
ん
だ
そ
う
で
す
の
で
、
最
後

の
弾
で
大
き
な
岩
の
下
で
自
爆
し
た
そ
う
で
す
。
戦
後
手

紙
を
下
さ
っ
た
方
を
さ
が
し
て
、
地
図
を
書
い
て
も
ら
い
、

沖
縄
に
二
回
目
に
行
っ
た
時
戦
死
の
場
所
を
知
り
ま
し

た
。 召

集
さ
れ
た
後
、
大
掃
除
の
時
額
縁
の
か
げ
か
ら
手
紙

が
見
つ
か
り
、
「
此
の
度
は
帰
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
な
い

の
で
、
子
供
の
事
を
よ
ろ
し
く
」
と
の
こ 

と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
十
歳
を
頭
に
、
四
人
の
子
供

を
置
か
れ
、
札
幌
に
居
り
ま
し
た
が
兄
弟
を
頼
り
、
奈
井

江
に
引
っ
越
し
し
て
十
五
日
目
に
終
戦
と
な
り
、
兄
弟
や

皆
様
方
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
生
活
し
、
男
一
人
女
三

人
の
子
供
は
欠
け
る
こ
と
な
く
成
長
し
ま
し
た
。 

こ
れ
も
皆
様
の
お
か
げ
と
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
結
婚
し
て
出
て
行
き
、
今
は
一
人
住
ま
い
で
、
息
子
は

引
き
上
げ
て
来
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
、
あ
り
が
た
い
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。 

息
子
は
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
で
す
の
で
、
主
人
が
戦
死

し
た
年
よ
り
ず
っ
と
年
を
と
り
、
白
髪
混
じ
り
の
頭
に
な

り
ま
し
た
。 

苦
し
い
事
、
悲
し
い
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
忘
れ
、
楽
し
い
毎
日
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
居
り
ま

す
。 

 

子
供
の
小
さ
い
時
は
、
み
じ
め
な
生
活
を
さ
せ
た
と
、

今
も
す
ま
な
い
と
い
う
気
持
で
一
杯
で
す
が
、
子
供
等
は

親
思
い
の
子
に
な
っ
た
事
を
、
嬉
し
い
と
思
っ
て
居
り
ま

す
。 

 

思
い
の
ま
ま
追
憶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

中島利男 1944 年頃 

（32 歳くらい） 



８
．『
検
証 

戦
争
責
任
II 

』
読
売
新
聞 

戦
争
責
任
検

証
委
員
会
（
抜
粋
） 

二
〇
〇
六
・
10
・
10 

  
  
   

  
  

「
沖
縄
戦
」
多
大
な
犠
牲 

（
133
ペ
ー
ジ
） 

 

…
…
こ
の
作
戦
に
参
加
し
た
米
軍
は
、
上
陸
部
隊
十
八

万
三
千
人
、
支
援
の
海
軍
部
隊
を
含
め
る
と
約
五
十
五

万
人
の
規
模
で
、
太
平
洋
戦
争
史
上
、
最
大
の
上
陸
作

戦
だ
っ
た
。 

沖
縄
本
島
の
日
本
の
正
規
軍
は
、
陸
軍
約
八
万
六
千
人
、

海
軍
の
陸
戦
部
隊
約
一
万
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
…
… 

 

 

六
月
四
日
ご
ろ
ま
で
に
、
第
三
十
二
軍
は
、
喜
屋
武
の

摩
文
仁
の
新
陣
地
に
集
結
し
た
が
、
撤
退
作
戦
は
悲
惨

を
極
め
た
。
大
本
営
陸
軍
部
の
指
示
で
、
将
兵
、
県
民

を
問
わ
ず
、
重
症
者
に
は
、
自
決
用
の
手
投
げ
弾
や
青

酸
カ
リ
入
り
の
ミ
ル
ク
が
配
ら
れ
た
。
…
… 

 

沖
縄
戦
は
、
牛
島
司
令
官
、
長
参
謀
長
が
自
決
し
、
六

月
二
十
三
日
、
事
実
上
終
わ
っ
た
。 

戦
死
者
は
日
本
兵
九
万
四
千
百
三
十
六
人
、
県
民
は
約

九
万
四
千
人
だ
っ
た
。 

 

  

二
〇
一
三
年
8
月
、
中
学
校
の
同
期
会
を
機
会
に
2
年

ぶ
り
に
北
海
道
に
帰
り
、
岩
見
沢
市
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク

墓
地
の
父
母
の
墓
に
お
参
り
し
ま
し
た
。 

 

墓
碑
に
刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
、
改
め
て
父
は
若
く
し
て

亡
く
な
っ
た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
一
九
九
四
年
に
亡

く
な
っ
た
母
の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
父
母
の
命
は
、

私
と
姉
妹
、
そ
の
子
供
、
孫
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

札
幌
市
で
は
、
私
が
洗
礼
を
受
け
た
カ
ト
リ
ッ
ク
北
一

条
教
会
も
訪
ね
ま
し
た
。
母
が
生
前
、
教
会
か
ら
私
の
洗

礼
証
明
書
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
ラ
テ
ン
語
の
定
型

フ
ォ
ー
ム
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

最
後
に
、
若
者
が
戦
争
で
死
ぬ
事
の
な
い
日
本
で
あ
る

こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

         


